
（仮称）第４次鎌倉市総合計画
の施策（案）について

令和６年（2024年）12月17日
第６回鎌倉市総合計画審議会
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資料１



〇 （仮称）第４次鎌倉市総合計画の全体像案⇒リーディングプロジェクト案

古都としての風格を保ちながら、生きる喜びと新しい魅力を創造するまち将来都市像

生涯にわたって誰もが安心して自分らしく暮らせるまち＝共生社会将来目標

ひとの想いが尊重される豊かで安全なまち

多世代・多文化・多様な絆がいきるまち

自然・歴史・文化を未来につなぐまち

「平和都市宣言」と「鎌倉市民憲章」の精神基本理念

基礎条件 人口の将来の姿

土地利用の目指す姿
自
分
ら
し
く
共
創
で
き
る
環
境
づ
く
り

基本方針

施策体系

リーディングプロジェクト

発芽した“世代”と共創する地域づくり
…地域コミュニティの活性化、
地域防災力の強化、地域子育ての支援、
地域福祉の推進、長寿社会のまちづくり他

地域に関わる“世代”が発芽する
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まち全体の環境の整備

こどもが過ごす環境の整備

主に「学校教育」「子育ち」
※“こども”主語

育ってよかったと思える環境の整備
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こどもたちが、このまち

で育ってよかったと思え

る環境が整っている

こどもたちが学びの火を灯し

続けている

ワクワクする未来を創る学びを生

み出されている

新たな時代に対応した学びの実現

デジタル技術による学びの転換

こどもたちの学びの多様化推進

地域の宝物を活かし、生涯かけて

学ぶ機会が確保されている

地域と学校の連携推進

生涯学習・体験学習の機会充実

多様性を尊重した学びにより共生

社会が共創されている
インクルーシブ教育の実現

学習者中心の学びを支える環境が

整備されている

安全で安心できる豊かな学校教育環境

の整備

こどもたちが健やかに成長し、

自分らしく幸せな生活を送っ

ている

こどもの権利が保障され、意見が

尊重されている

こどもの権利と主体性・多様性の尊重

及び意見の反映

こどもが自分らしく幸せに成長で

きている

多様な遊びや体験・交流の機会の創出

確保

こどもや若者への切れ目のない支援

悩みや不安を抱える若者に対する支援

こどもの安全安心な生活環境の確保

最終アウトカム
（政策分野の特定）

中間アウトカム
（政策のゴール）

直接アウトカム
（めざすべき変化）

アウトプット
（めざす市民の体験の変化）

〇 リーディングプロジェクトの取組内容の整理案
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〇 施策体系案

鎌
倉
市
地
方
創
生
総
合
戦
略
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〇 施策案とSDGs

１．各施策とSDGsのゴールとの突合
各施策を推進することで達成に寄与できるSDGsのターゲットが属するゴールと各施策の関係を

明らかにする。
⇒資料４参照

２．SDGsから見た施策の点検・立案（SDGs主流化 ）
上記で突合するゴールだけでなく、上記で突合しないゴールの視点から、市の施策の点検を行

い、次の展開につなげていく。

※

※高木超（2024）「総合計画に見るSDGs主流化の到達点と課題－東京都内62区市町村を事例として－」『計画行政』47巻1号 29-40
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